
防水材料の耐候性試験 その１ メンブレン防水材料
* **正会員 ○清水市郎 正会員 古市光男

** **同 田中享二 同 岩本憲三

** **同 中沢裕二 同 鈴木 博

** **防水材料 耐候性 耐久性 同 松村 宇 同 高根由充

屋外暴露 促進暴露 劣化

１． はじめに

日本建築学会材料施工委員会防水工事運営委員会防

水材料促進耐候性試験方法小委員会では、防水材料の

屋外暴露試験を開始した。促進耐候性試験方法を確立

させるには、屋外での劣化状態を分析し、促進劣化試

験との、相関性の検討が不可欠である。対象材料は、

仕様の、ｱｽﾌｧﾙﾄ防水、改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼ ﾄ防水、ｼ ﾄJASS8 - -
防水、塗膜防水、建築用ｼ ﾘﾝｸﾞ材及び、今後使用が増-
加する材料を選択した。その１では、ﾒﾝﾌﾞﾚﾝ防水材料

の暴露概要について報告する。

２． 暴露防水材料

暴露試験体一覧を表１に示す。

暴露試験体は、ＪＩＳＡ５３７１に規定する舗装用平

板（大きさ × 、厚さ ）上に施工・固300 300mm 60mm
定し、試験体とした。

３． 屋外暴露地域及び期間

屋外暴露地域は、地域性を考慮し、寒冷地域・温暖

地域・亜熱帯地域の３カ所とした。

暴露開始は、２００２年９月及び１０月で、暴露期

間は３．５．１０． Ｘ年とし、長期間研究を継続10+
する内容とした。屋外暴露地域を表１に示す。

表２ 屋外暴露地域

地域 位置

寒冷地域 旭川：北海道立北方建築総合研究所

４３゜４４´０８″（北海道） 北緯：

１４２゜２３´０４″東経：

m海抜：１１１

-温暖地域 銚子： 財）日本ｳｪｻﾞﾘﾝｸﾞﾃｽﾄｾﾝﾀ（

３５゜４３´３７″（千葉） 北緯：

１４０゜４５´０２″東経：

m海抜：５４

-亜熱帯地域 宮古： 財）日本ｳｪｻﾞﾘﾝｸﾞﾃｽﾄｾﾝﾀ（

２４゜４４´０１″（沖縄） 北緯：

１２５゜１９´４２″東経：

m海抜：５０

（ 。）温度 湿度 の恒温室に比較用試験体を保存23 50%℃

４． 屋外暴露方法

屋外暴露状況を写真１、２および に示す。3
、 、旭川での暴露は 冬季の積雪からの影響を避けるため

地上約 ｍの部分に水平に静置した。各暴露地域の1.5
気象状態は、ＪＩＳＺ２３８１（大気暴露試験方法通

則）に従って、ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞを行っている。

写真１ 屋外暴露状況（旭川）

銚子及び宮古では、地上約 のｺﾝｸﾘ ﾄﾌﾞﾛｯｸ上に、0.2m -
水平に静置した。

写真２ 屋外暴露状況（銚子）

写真 屋外暴露状況（宮古）3

5． 評価方法及び促進暴露試験

屋外暴露防水材料の評価項目は、表面の外観（ﾃﾞｼﾞ

ﾀﾙﾏｲｸﾛｽｺｰﾌﾟ、 ・表面分析）とし、材料物性SEM-EDX
は、ｱｽﾌｧﾙﾄ防水及び改質ｱｽﾌｧﾙﾄ防水材料については、

積層ｱｽﾌｧﾙﾄの針入度・軟化点及び基材強度の変化の追

跡を行う。また、シ－ト防水及び塗膜防水は材料の引
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張強度・引裂強度及び伸びについて、評価を行う。

表１ 暴露試験体一覧

アスファルト防水

記号 ＤⅠ－１ ＤⅠ－２ Ｄ－３

１ アスファルトプライマ－ 塗布 アスファルトプライマ－ 塗布 アスファルトプライマ－ 塗布

工程 ２ ｱｽﾌｧﾙﾄﾙ ﾌｨﾝｸﾞ ｱｽﾌｧﾙﾄﾙ ﾌｨﾝｸﾞ 粘着層付き改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾌｨﾝｸﾞｼ ﾄ- 1500 - 1500 -
ｱｽﾌｧﾙﾄ流張り ｱｽﾌｧﾙﾄ流張り (非露出複層用) 張付け

３ 断熱材 ｱｽﾌｧﾙﾄ張付け 断熱材 ｱｽﾌｧﾙﾄ張付け 砂付きｽﾄﾚｯﾁﾙ ﾌｨﾝｸﾞ-
ｱｽﾌｧﾙﾄ流張り

４ 粘着層付き改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾌｨﾝｸﾞｼ ﾄ 粘着層付き改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾌｨﾝｸﾞｼ ﾄ 仕上げ塗料 塗布- -
(非露出複層用) 張付け (非露出複層用) 張付け

５ 改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙ ﾌｨﾝｸﾞｼ ﾄ 砂付きｽﾄﾚｯﾁﾙ ﾌｨﾝｸﾞ －- - -
(露出複層用) ｱｽﾌｧﾙﾄ流張り ｱｽﾌｧﾙﾄ流張り

６ 仕上げ塗料 塗布 仕上げ塗料 塗布 －

改質アスファルトシ－ト防水（ト－チ工法）

記号 Ｔ－ＭＦ１( 及び 改質) Ｔ－ＭＦ２( 及び 改質) Ｔ－ＭＦ ( 及び 改質)SBS APP SBS APP 3 SBS APP
１ ﾄ ﾁ改質ﾀｲﾌﾟｼ ﾄ ﾄ ﾁ改質ﾀｲﾌﾟｼ ﾄ(非露出用) 断熱材- - - -

工程 ２ － ﾄ ﾁ改質ﾀｲﾌﾟｼ ﾄ(露出用) 粘着ﾀｲﾌﾟｼ ﾄ(非露出用)- - -
３ － － ﾄ ﾁ改質ﾀｲﾌﾟｼ ﾄ(露出用)- -

シ－ト防水

記号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７

材料 一般複合塩ビ 一般複合塩ビ 均質塩ビ 一般複合塩ビ 一般複合塩ビ 均質ｴﾁﾚﾝ酢ﾋﾞ ( )補強複合 TPE
固定法 ﾃﾞｨｽｸ機械 ﾃﾞｨｽｸ機械 ﾃﾞｨｽｸ機械 ﾃﾞｨｽｸ機械 ﾃﾞｨｽｸ機械 密着工法 ﾃﾞｨｽｸ機械

補強布 ガラス繊維 ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ繊維 無 ガラス繊維 ガラス繊維 無 ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ繊維

断熱材 フェノ－ル ポリスチレン ポリスチレン ポリスチレン ポリスチレン 無 無

記号 ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４

材料 加硫ｺﾞﾑ 一般複合 一般複合塩ビ 加硫ｺﾞﾑ ( ｺﾞﾑ) 均質加硫ゴム 均質加硫ｺﾞﾑ一般複合 一般複合 補強複合 加硫TPE
固定法 ﾃﾞｨｽｸ機械 ﾃﾞｨｽｸ機械 ﾃﾞｨｽｸ機械 ﾃﾞｨｽｸ機械 ﾃﾞｨｽｸ機械 接着剤工法 接着剤工法

補強布 ガラス繊維 ガラス繊維 ガラス繊維 ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ繊維 ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ繊維 無 無

断熱材 無 無 無 無 無 無 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ

塗膜防水（ウレタン系）

記号 Ａ－１ Ａ－４ Ｂ－１ Ｂ－２ Ｃ－１ Ｃ－２ Ｃ－３

材料 超速硬化ｽﾌﾟﾚ 超速硬化ｽﾌﾟﾚ 超速硬化ｽﾌﾟﾚ 超速硬化ｽﾌﾟﾚ ２液ﾀｲﾌﾟ ２液ﾀｲﾌﾟ ２液ﾀｲﾌﾟ

ﾀｲﾌﾟ( 品) ﾀｲﾌﾟ( 品) ﾀｲﾌﾟ( ) ﾀｲﾌﾟ( ) （ 品） （ 品） （ 品）- JIS - JIS - - JIS JIS JIS高抗張積 高抗張積

ﾄｯﾌﾟｺ ﾄ 無 ﾊﾙｽﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ 無 ｱｸﾘﾙｳﾚﾀﾝ系 無 ｱｸﾘﾙｳﾚﾀﾝ系 フッ素系-
記号 Ｃ－４ Ｄ－１ Ｄ－２ Ｅ－１ Ｅ－２ Ｆ－１ －

材料 ２液ﾀｲﾌﾟ １液ﾀｲﾌﾟ( ) １液ﾀｲﾌﾟ( ) １液ﾀｲﾌﾟ( ) １液ﾀｲﾌﾟ( ) 特殊ﾀｲﾌﾟ －M M D D
（ 品） （ 品） （ 品） （ 品） （ 品） （ 品）JIS JIS JIS JIS JIS JIS

ﾄｯﾌﾟｺ ﾄ ﾊﾙｽﾊｲﾌﾞﾘﾂﾄﾞ 無 ｱｸﾘﾙｳﾚﾀﾝ系 無 ｱｸﾘﾙｳﾚﾀﾝ系 特殊ﾀｲﾌﾟ －-
塗膜防水（ＦＲＰ系）

記号 Ｌ－１ Ｌ－３ Ｍ－１ Ｍ－２ Ｍ－３

材料 低臭(非ｽﾁﾚﾝ)ﾀｲﾌﾟ 低臭(非ｽﾁﾚﾝ)ﾀｲﾌﾟ スチレンタイプ スチレンタイプ スチレンタイプ

ﾄｯﾌﾟｺ ﾄ 無 ポリエステル系 無 ｱｸﾘﾙｳﾚﾀﾝ系 ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ系-
6． 今後の課題

屋外暴露試験と同時進行で、促進耐候性試験機によ

る劣化処理について、オ－プンフレ－ムカ－ボンア－

ク、キセノンアーク、紫外線蛍光ランプ及びメタルハ

ライドランプの４種類の光源により行い、物性変化の

状況について、屋外暴露との関係の検討を進める。

（謝辞） 本研究の実施にあたり協力頂いた、ｱｽﾌｧﾙﾄ

ﾙ ﾌｨﾝｸﾞ工業会、ﾄ ﾁ工法ﾙ ﾌｨﾝｸﾞ工業会、合成高分子- - -
ﾙ ﾌｨﾝｸﾞ工業会、日本ｳﾚﾀﾝ建材工業会、日本ｼ ﾘﾝｸﾞ材- -
工業会に謝意を表します。

* - Japan Testing center for construction materials建材試験センタ
** Committee of Japanese Architectural Standard Specification防水工事運営委員会
防水材料促進耐候性試験方法小委員会

̶892̶




